
みんなは波
は

照
てる

間
ま

島
じま

って知
し

ってるかな？　波
は

照
てる

間
ま

島
じま

は沖
おき

縄
なわ

県
けん

の八
や

重
え

山
やま

列
れっ

島
とう

に所
しょ

属
ぞく

する島
しま

。沖
おき

縄
なわ

県
けん

ではあるけれど、沖
おき

縄
なわ

本
ほん

島
とう

から南
なん

西
せい

に約
やく

460kmも離
はな

れている、日
に

本
ほん

で最
さい

南
なん

端
たん

にある人
ひと

が住
す

む島
しま

だ。
広
ひろ

さは12.73km2で、500人
にん

ほどの人
ひと

が暮
く

らしている。ここに
は世

せ

界
かい

でも珍
めずら

しい「可
か

倒
とう

式
しき

風
ふう

車
しゃ

」を持
も

つ風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

がある。でも、
すごいのはそれだけじゃない。今

こん

回
かい

エレキくんが大
だい

注
ちゅう

目
もく

したの
は、波

は

照
てる

間
ま

島
じま

の「MGセット」という取
と

り組
く

みだ。

再生可能エネルギー再生可能エネルギー
100％を実現する100％を実現する MGセットMGセット
取材協力／�取材協力／�沖縄電力株式会社沖縄電力株式会社
協力／パワーアカデミー　取材・文／寺西憲二　イラスト／すぎうらあきら、新保基恵協力／パワーアカデミー　取材・文／寺西憲二　イラスト／すぎうらあきら、新保基恵

今回お話を伺った沖縄電力の平
たいら

良亮
りょう

さん（左）と
仲
なか

地
ち

博
ひろ

之
ゆき

さん（右）。

エレキくんエレキくん

波照間島に設置された2基
の風力発電機。台風のとき
は風雨に耐えるのではなく、
タワーを倒して強風をやり
過ごす可倒式風車だ。台風
以外のときも、倒した状態
で高い所に登らずに、地上
で安全に発電機などのメン
テナンス作業ができる。�
� （写真提供／沖縄電力株式会社）
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　波
は

照
てる

間
ま

島
じま

のような小
ちい

さな離
り

島
とう

も、電
でん

気
き

が毎
まい

日
にち

の暮
く

らしに欠
か

かせない重
じゅう

要
よう

なエネルギー源
げん

なの
は変

か

わりません。海
かい

底
てい

ケーブルなどによる他
ほか

か
らの電

でん

気
き

の供
きょう

給
きゅう

が難
むずか

しい離
り

島
とう

では、主
おも

に化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

である重
じゅう

油
ゆ

を使
つか

ったディーゼル発
はつ

電
でん

機
き

で発
はつ

電
でん

します。最
さい

近
きん

は、太
たい

陽
よう

光
こう

や風
ふう

力
りょく

など、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

な自
し

然
ぜん

エネルギーを使
つか

う割
わり

合
あい

も増
ふ

えてきました
が、それは環

かん

境
きょう

に対
たい

する配
はい

慮
りょ

だけでなく、
ディーゼル発

はつ

電
でん

機
き

の燃
ねん

料
りょう

代
だい

や輸
ゆ

送
そう

費
ひ

などの費
ひ

用
よう

がかさむという、離
り

島
とう

がかかえる長
なが

年
ねん

の課
か

題
だい

を
解
かい

決
けつ

する方
ほう

法
ほう

の1つなのです。
　しかし、沖

おき

縄
なわ

地
ち

方
ほう

には台
たい

風
ふう

が毎
まい

年
とし

のように
やって来

き

ます。そのため、波
は

照
てる

間
ま

島
じま

と同
おな

じ八
や

重
え

山
やま

列
れっ

島
とう

の与
よ

那
な

国
ぐに

島
じま

などでは、風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

用
よう

の風
ふう

車
しゃ

が強
きょう

風
ふう

によってブレードが折
お

れるなど大
おお

きな被
ひ

害
がい

がありました。風
ふう

車
しゃ

の修
しゅう

理
り

にはたくさんのお
金
かね

がかかり、その間
あいだ

は電
でん

気
き

をつくることもでき
ません。そこで新

あら

たに採
さい

用
よう

されたのが、強
きょう

風
ふう

に
耐
た

えるのではなく、タワーを倒
たお

して台
たい

風
ふう

をやり
過
す

ごすという発
はっ

想
そう

から生
う

まれた「可
か

倒
とう

式
しき

風
ふう

車
しゃ

」で
す。建

けん

設
せつ

するときに大
おお

型
がた

のクレーンを使
つか

う必
ひつ

要
よう

がなく、平
たい

らな場
ば

所
しょ

でなくても設
せっ

置
ち

しやすいと
いう利

り

点
てん

もあります。
　開

かい

発
はつ

したのはフランスの風
ふう

車
しゃ

メーカーで、「可
か

倒
とう

式
しき

風
ふう

車
しゃ

」という名
な

前
まえ

は沖
おき

縄
なわ

電
でん

力
りょく

がつけたもの。
規
き

模
ぼ

はそれほど大
おお

きくありませんが、2009年
ねん

に日
に

本
ほん

で初
はじ

めて波
は

照
てる

間
ま

島
じま

に2基
き

が導
どう

入
にゅう

されまし
た。そしてその後

ご

は、南
みなみ

大
だい

東
とう

島
じま

に2基
き

、粟
あ

国
ぐに

島
じま

に1基
き

、多
た

良
ら

間
ま

島
じま

に2基
き

が導
どう

入
にゅう

されています。こ
の風

ふう

車
しゃ

は、ブレードが2枚
まい

でタワーが鉄
てっ

塔
とう

に
なっています。タワーの高

たか

さは38m、ブレード
の直

ちょっ

径
けい

は32m。鉄
てっ

塔
とう

の部
ぶ

分
ぶん

を4本
ほん

のワイヤーで
支
ささ

えて、油
ゆ

圧
あつ

ウインチを動
うご

かすことで、立
た

って
いる状

じょう

態
たい

から約
やく

90°倒
たお

すことができるのが最
さい

大
だい

の特
とく

徴
ちょう

です。風
かぜ

をさけるだけでなく、発
はつ

電
でん

機
き

の
入
はい

ったナセルの点
てん

検
けん

作
さ

業
ぎょう

や修
しゅう

理
り

などが地
ち

上
じょう

でで
きます。

可倒式風車が大活躍

可倒式風車のタワーの鉄塔はL字型になっていて、支えているワイ
ヤーを巻き上げたり戻したりすることで、本体が倒れたり立ち上
がったりするしくみだ。作業にかかる時間は約45分。�（写真提供／沖
縄電力株式会社）
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　太
たい

陽
よう

光
こう

や風
ふう

力
りょく

などの再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーを利
り

用
よう

する上
うえ

で大
おお

きな課
か

題
だい

となるのが、つくる電
でん

気
き

の量
りょう

をどうやってコントロールするかということで
す。電

でん

気
き

は、刻
こく

々
こく

と変
へん

化
か

する電
でん

気
き

の使
し

用
よう

量
りょう

に合
あ

わ
せてつくるのが基

き

本
ほん

です。しかし、太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

は
日
にっ

射
しゃ

しだい、風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

は風
かぜ

の強
つよ

さしだいで自
じ

由
ゆう

気
き

ままに発
はつ

電
でん

量
りょう

が変
へん

化
か

します。その自
じ

由
ゆう

気
き

ままな発
はつ

電
でん

量
りょう

と島
しま

全
ぜん

体
たい

の電
でん

気
き

使
し

用
よう

量
りょう

の差
さ

を埋
う

める役
やく

目
め

とし
て、波

は

照
てる

間
ま

島
じま

ではディーゼル発
はつ

電
でん

機
き

が必
ひつ

要
よう

です。
　波

は

照
てる

間
ま

島
じま

に電
でん

気
き

を供
きょう

給
きゅう

しているのは、島
とう

内
ない

の発
はつ

電
でん

所
しょ

にある5台
だい

のディーゼル発
はつ

電
でん

機
き

と2台
だい

の風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

機
き

。風
かぜ

のない日
ひ

はディーゼル発
はつ

電
でん

機
き

を使
つか

って
電
でん

気
き

をつくり、風
かぜ

の強
つよ

いときには、ディーゼル発
はつ

電
でん

機
き

の出
しゅつ

力
りょく

をできるだけ下
さ

げて、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネル
ギーである風

ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

でつくった電
でん

気
き

をたくさん送
おく

り出
だ

すようにしています。しかし、ここに1つの
問
もん

題
だい

があります。
　それは、ディーゼル発

はつ

電
でん

機
き

は、自
じ

身
しん

の出
だ

せる最
さい

大
だい

出
しゅつ

力
りょく

の半
はん

分
ぶん

以
い

下
か

におさえて発
はつ

電
でん

し続
つづ

けることが
できないことです。たとえ風

ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

だけで島
しま

の電
でん

気
き

の需
じゅ

要
よう

をすべてまかなえるとしても、半
はん

分
ぶん

の出
しゅつ

力
りょく

とはいえ、ディーゼル発
はつ

電
でん

機
き

をずっと動
うご

かし続
つづ

けていなければならないのです。そのため、せっ
かく強

つよ

い風
かぜ

が吹
ふ

いていても、風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

の方
ほう

を制
せい

限
げん

したり、止
と

めたりといった「もったいない運
うん

用
よう

」を
行
おこな

ってきました。
　その「もったいない運

うん

用
よう

」を解
かい

決
けつ

するため、現
げん

在
ざい

波
は

照
てる

間
ま

島
じま

ではMGセットが活
かつ

躍
やく

しています。MG

電気で発電機を動かす

セットはモーター(Motor)と発
はつ

電
でん

機
き

(Generator)
の組

く

み合
あ

わせ（セット）であるため、このような名
な

前
まえ

がつけられています。MGセットはディーゼル発
はつ

電
でん

機
き

と同
おな

じように、風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

量
りょう

と島
しま

の電
でん

気
き

使
し

用
よう

量
りょう

の差
さ

を埋
う

める役
やく

目
め

を担
にな

うことができます。また、
ディーゼル発

はつ

電
でん

機
き

と違
ちが

い、ディーゼルエンジンで
はなくモーターで発

はつ

電
でん

機
き

を駆
く

動
どう

するので、最
さい

大
だい

出
しゅつ

力
りょく

の半
はん

分
ぶん

以
い

下
か

でも電
でん

気
き

を送
おく

ることができ、風
かぜ

が強
つよ

い場
ば

合
あい

でも風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

の制
せい

限
げん

をしなくてすみます。
　さらにモーターは蓄

ちく

電
でん

池
ち

からの電
でん

気
き

で駆
く

動
どう

しま
すが、蓄

ちく

電
でん

池
ち

の容
よう

量
りょう

は限
かぎ

られているため、たくさ
んの電

でん

気
き

を貯
た

めておくことができません。そのた
めMGセットの出

しゅつ

力
りょく

をできるだけ下
さ

げて（蓄
ちく

電
でん

池
ち

からの放
ほう

電
でん

量
りょう

を小
ちい

さくし）、これまで制
せい

限
げん

してい
た風

ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

量
りょう

を制
せい

限
げん

せずに充
じゅう

電
でん

しながら運
うん

転
てん

しま
す。これにより比

ひ

較
かく

的
てき

小
ちい

さい容
よう

量
りょう

の蓄
ちく

電
でん

池
ち

でも、
風
かぜ

の強
つよ

い日
ひ

にはディーゼル発
はつ

電
でん

機
き

を止
と

めて、風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

とMGセットによる再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギー
100%発

はつ

電
でん

が、理
り

論
ろん

上
じょう

可
か

能
のう

となります。

周囲約15kmの波照間島は、サンゴ礁が盛り上がってできた島。意
外と起伏があって、波照間可倒式風力発電所は海の近くにある。

海岸の近くに立つ可倒式風車。電気をつくるしくみは普通の風力
発電機と同じだが、風を受けるブレードは2枚、全体を支えるタ
ワーは鉄塔のように三角形に組んだトラス構造になっている。�
� （写真提供／沖縄電力株式会社）
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ナセル

ブレード

支線ワイヤー

油圧ウインチ 補助タワー

タワー（トラス式）

波照間可倒式風力発電所波照間発電所
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電気工学のことをわ
かりやすく解説して
いるコーナーをはじ
め、電気の現場で働
く人や研究者のイン
タビューも充実！　ぜ
ひチェックしてみてね。 パワーアカデミー 検索

パワーアカデミーのWEBサイトでパワーアカデミーのWEBサイトで
電気工学を学ぼう！電気工学を学ぼう！

エネルギーをむだなく使
つか

ってCO2の
削
さく

減
げん

にも役
やく

立
だ

って、離
り

島
とう

にぴったり
なしくみだね。需

じゅ

要
よう

が限
かぎ

られた地
ち

域
いき

だから実
じつ

現
げん

できたところもあるけど、この技
ぎ

術
じゅつ

をもとに大
だい

都
と

市
し

でも何
なに

かできるようになるといいな！

発電方法も、発電方法も、
その場所にあったその場所にあった
工夫がされて工夫がされて
いるんだね！いるんだね！

　準
じゅん

備
び

万
ばん

端
たん

でスタートしましたが、実
じっ

際
さい

にMG 
セットを使

つか

ってみると、最
さい

初
しょ

のうちは全
ぜん

体
たい

のバラ
ンスをとるのが難

むずか

しく、なかなかうまくいきませ
んでした。沖

おき

縄
なわ

電
でん

力
りょく

では2016年
ねん

に沖
おき

縄
なわ

県
けん

からの
MGセット事

じ

業
ぎょう

として取
と

り組
く

み、2018年
ねん

に実
じっ

証
しょう

試
し

験
けん

を始
はじ

めてからも試
し

行
こう

錯
さく

誤
ご

の繰
く

り返
かえ

し。最
さい

初
しょ

に
行
おこな

った実
じっ

証
しょう

試
し

験
けん

は、たった30秒
びょう

で中
ちゅう

止
し

になって
しまいました。それでも少

すこ

しずつ記
き

録
ろく

を伸
の

ばし
て、2020年

ねん

には、このしくみによってディーゼ
ル発

はつ

電
でん

機
き

をすべて止
と

め、波
は

照
てる

間
ま

島
じま

の全
ぜん

電
でん

気
き

の使
し

用
よう

量
りょう

を、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーだけで10日
か

間
かん

まかな
うことができました。今

いま

では、波
は

照
てる

間
ま

島
じま

のMG 
セットは、再

さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーを最
さい

大
だい

限
げん

に導
どう

入
にゅう

す
る取

と

り組
く

みとして、全
ぜん

国
こく

の離
り

島
とう

地
ち

域
いき

からも注
ちゅう

目
もく

を
集
あつ

めています。

MGセットは未来へ続く 　利
り

用
よう

者
しゃ

の立
たち

場
ば

だと、自
じ

分
ぶん

が使
つか

う電
でん

気
き

が何
なに

でつく
られているかはわかりません。そこで沖

おき

縄
なわ

電
でん

力
りょく

で
は、風

ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

の設
せつ

備
び

に愛
あい

着
ちゃく

や親
した

しみをもってもら
おうと、波

は

照
てる

間
ま

島
じま

の2基
き

の可
か

倒
とう

式
しき

風
ふう

車
しゃ

のニック
ネームを地

じ

元
もと

の小
しょう

中
ちゅう

学
がく

生
せい

から募
ぼ

集
しゅう

しました。その
結
けっ

果
か

、1号
ごう

機
き

にはこの地
ち

方
ほう

の言
こと

葉
ば

で「波
は

照
てる

間
ま

の力
ちから

」
という意

い

味
み

の「ベスマスィカラ」、2号
ごう

機
き

には「もっ
たいない」という意

い

味
み

の「あったらさやー」という
名
な

前
まえ

がつけられました。2基
き

の風
ふう

車
しゃ

は、波
は

照
てる

間
ま

島
じま

のシンボルとして、これからも電
でん

気
き

をつくり続
つづ

け
ることでしょう。

風の弱い日はディーゼル発電機を動かして電気をつくる。風の
強いときはディーゼル発電機を止めて、風力発電でつくった電
気を送り出すとともに、余った分をバッテリーに充電しておき、
システムを安定させるために使う。

島内の需要

モーター

発電機

燃料

ディーゼル
発電機

蓄電池

パワー
コンディショナー

停止

可倒式風車

MGセット

MGセットのモーターと発電機（写真提供／沖縄電力株式会社）

モーター

発電機
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